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研究成果の概要（和文）：本研究では、クラウドコンピューティングの活用により、様々な医学

研究目的のために研究者自らが Web 調査票システムを無料で作成できる汎用医学研究データ

収集システムの構築・運用・評価を行った。本研究の成果により、年間数千件の医学研究プロ

ジェクトについて研究データのオンライン収集が効率的かつ安全に実施できるようになり、医

療社会調査、疫学研究、臨床研究データ収集の情報インフラとして多大な貢献が期待できる。 
 
 
研究成果の概要（英文）：We have developed, maintained, and evaluated general-purpose data 
collection system for medical research, which is based on cloud computing technology and 
enables researchers to launch Web-based survey applications. The outputs of this study 
will contribute to thousands of medical research projects a year in efficiently and 
securely collecting research data online, and accelerate medical sociological surveys, 
epidemiological studies, and clinical studies by providing an information infrastructure 
for collecting medical research data.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、サーバ 1 台のハードウエアの性能
が劇的に向上し、そのコストが下がる中、サ
ーバ１台の保守・維持管理・バックアップ等
の運用管理コストは変わっていない。このた
め、各施設毎にサーバを稼動させるよりも、
大規模なセンターで少数サーバを稼動させ

て、インターネットを介して、情報サービス
を共同利用する方式がコスト・信頼性の両面
で有利とされ、「ネットワークを介してソフ
トウエアサービスを提供する」という観点か
ら、ASP（Application Service Provider）、
SaaS (Software as a Service)等と呼ばれて
きた。最近では、技術の進歩により、情報サ
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ービスに限らず、ビジネスロジック、
API(Application Program Interface)等が標
準のサービスとして提供され、更に利用者が
独自にカスタマイズやアプリケーションを
開発できる等、柔軟な利用が可能となってお
り、これらを含めてクラウドコンピューティ
ング(cloud computing)と呼ばれるようにな
っている。クラウドコンピューティングによ
って、利用者側がネットワーク上のサービス
を柔軟に活用できるようになれば、サーバを
運用する側のソフト開発・保守費用を大きく
節約できる。 
 
(2) 大 学 病 院 医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク
(UMIN=University hospital Medical 
Information Network)は、医学研究者のため
のネットワークとして、1989 年に設置され、
1994 年にはインターネット介したサービス
開始した。登録利用者数約 32 万名、月間 Web 
アクセス件数約６千万件の大規模な医学研
究者向けのサイトに成長している。 

UMINが提供しているサービスの 1つ、イン
ターネット医学研究データセンター（臨床研
究、疫学研究等）では、研究毎に入力の必要
なデータ項目が大きく異なり、多時点のデー
タ入力、入力内容の違いによる以降の入力デ
ータ項目の変更、複数データ項目の関係する
データ論理チェック等が必要とされ、システ
ムが複雑になっている。このため、システム
全体の構造記述部分は人手でプログラムを
書いていた。また省力化のため、個別 Web 調
査票画面自動作成用のツールは用いても、出
来上がった個別 Web 調査票は逐次人手で書
き直していた。こうした人手での作業のため
に、現状では新規に運用開始可能な研究プロ
ジェクト数は、年間２４件程度に留まってい
る。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、医学研究者が社会調査、臨
床研究、疫学研究等の様々な目的のために無
料で利用できる汎用医学研究データ収集シ
ステムの構築・運用・評価にある。 

本研究において構築するシステムは、質問
項目・内容、回答のデータ形式、回答データ
のチェック方式等を指定することによって、
医学研究者自身で Web 調査票システムの作
成が可能である。このために、インターネッ
ト医学研究データセンターの既存ツールや
運用経験を活用する。また従来、回答者を特
定する ID（パスワード）は UMIN ID であっ
たが、広く一般人を念頭においた医療社会調
査への利用を想定して、 医学研究者が当該
調査専用の調査対象者 ID・パスワードを設定
することも可能とする。 
本システムを運用することにより、UMIN

センターの人手を要せず、年間数千件の医学
研究プロジェクト、回答者数にして数百万程
度の研究データのオンライン収集が効率的
かつ安全に実施できるようになり、クラウド
コンピューティング時代の医療社会調査、疫
学研究、臨床研究データ収集の情報インフラ
として多大な貢献が期待できる。 
 
 
３． 研究の方法 
(1) 平成 22年度はシステム概要仕様の検討、
システムの詳細設計・開発（前半）を実施す
る。全体の開発にあたっては、UMINインター
ネット医学研究データセンターで用いられ
ている、個別研究プロジェクト用の Web画面
作成ツールを活用して、必要な労力・コスト
の削減を図る。 
 
(2) 平成 23年度以降はシステム詳細設計・
開発（後半）、運用・評価を実施する。評価
に際しては、UMIN IDを持つ利用者全員で評
価が行えるようにして、幅広く評価を行う。
以下、システム修正、再度の運用・評価を可
能な限り実施し、システムの向上に努める。
最終的に実運用可能なシステムの実現を目
指す。 
 
 
４．研究成果 
(1) 平成 22 年度は、システム構築の関する
調査研究、システム概要仕様の検討、システ
ム詳細設計、システム構築の前半を実施した。
システム開発手法としては、UMINで長年シス
テム開発を行う中で、効率・柔軟性が高いと
認められてきた手法を用いた。 
 
①システム構築のために参考となるソフト
ウエア、ライブラリー等について調査を行っ
た。 
 
②システム概要設計においては、入出力され
るデータの表（通常複数）、必要な Web 画面
（HTML）、画面遷移図を作成する。このよう
に、コンピュータ処理の手順を中心とした機
能中心アプローチではなく、データの表や画
面に注目したデータ中心アプローチを取っ
た。 
 
③研究用 PC サーバを１台購入し、フロンエ
ンド用に、Apache WWW サーバ、Perl 処理系
と関連ライブラリーをインストールした。 
 
④最も基本的なシステムの大枠をプログラ
ムのプロトタイプモデルとして開発した。 
 
(2) 平成 23年度は、平成 22年度に開発した
プロトタイプをもとにして、全体のシステム



設計開発と運用テストを実施した。システム
全体の概要詳細設計がほぼ決定し、一般公開
テスト運用に向けた暫定版システム（割付機
能を除く）が稼働可能となった。動作につい
ての評価・確認を実施し、必要な修正を可能
な範囲で実施した。システムは、管理プロジ
ェクト一覧画面と症例登録画面から構成さ
れており、具体的な内容を下記に示す。 
 
①管理プロジェクト一覧画面は、UMIN ID を
所有する利用者が、臨床・疫学研究の新規プ
ロジェクト開設、既存プロジェクト改変を実
施することができる画面である。 

具体的な設定情報は、プロジェクト基本情
報（プロジェクト名称、割付の有無、施設数
等）、個別画面設定（Webデータ入力画面もし
くはファイルのアップロードが設定可能で、
Web 画面の場合には、項目名、データの型、
項目の表示順序、コメント等が設定可能）、
結果一覧画面設定（登録症例データの一覧表
示・参照について設定が可能）、施設管理設
定、利用者管理設定、プロジェクトメニュー
（データ入力者が見る症例登録画面の確認
機能）、状態（準備中、運用中、登録終了、
運用終了）変更画面となっている。 
 
②症例登録画面は、UMIN ID を所有する利用
者が、臨床・疫学研究の症例のデータ入力・
更新やデータの参照行うことができる画面
である。 

症例登録画面は、管理プロジェクト一覧画
面から臨床・疫学研究の事務局が上述の設定
情報を設定することによって、自動的に生成
される。 
 
(3) 平成 24年度は、平成 22年度から平成 23
年度にかけて開発したプロトタイプに、下記
機能を更に付与し、稼働可能となった。 
 
①プロジェクト基本情報について、割付とし
て完全無作為化法と最小化法を設定できる
ようになった。最小化法を設定した場合は、
割付因子の設定が行えるようになった。また、
それぞれ因子において割付因子条件を設定
できるようになった。但し、割付画面は複数
作成することはできず、1 画面しか作成でき
ない。 
 
②プロジェクト基本情報にて最小化法を設
定した場合、割付の基本情報を設定できるよ
うになった。実際の症例登録後の割付画面で
使用される A 群名称、B 群名称の設定、強制
割付時の閾値の設定、施設を割付因子とする
か、の設定を行うことができる。 
 
③割付画面のデータは、割付因子以外の項目
であれば自由に修正ができるようになった。

また、削除においては、割付に影響が出るた
めに個人では行えないが、削除申請を行う事
で、プロジェクト管理者権限により削除がで
きるようになった。登録済みの割付因子デー
タを修正または削除したい場合は、一度「削
除申請処理」を行う。削除申請処理を行うと、
プロジェクト管理者宛てにその旨メールが
自動配信され、プロジェクト管理者は、管理
プロジェクト一覧画面の削除申請一覧画面
より、申請情報を確認し、削除することがで
きる。 
 
④プロジェクト基本情報にて最小化法で割
付を設定した場合にのみ、上記③で削除申請
されたデータを確認・削除できるようになっ
た。その際、割付情報は登録されている割付
因子情報から自動で計算し直される。 
 
⑤個別設定画面において、Web データ入力画
面として作成した画面については、症例登録
画面の結果一覧画面より画面毎に登録デー
タを全て CSVファイルでダウンロードできる
ようになった。 
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